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(ton) ~りの築材践を， 搬出材iζ対する林道践の負担方法が鈍る場合について吾l'訴し， 計算
19IJを示した。その計算倒から，林道政負担が接材質に与える影響が大きいこと，また，小Tfii積一
























1. 娘役撤去設 CK 
ダブルエンドレス製架線の架設撤去所要人工数奇，鳥取燥林i哉の桑原氏の収集した資料により，
スパン殺との関係で示すと，関 1のようである o ム印が20潟力以上の築材機をmいたもので， 0
印が15潟力以下のものである。





















The number of man per day 























とする O ここで ， W日は 1 人工~りの臼~である。




















のとき，丁!史 Qだけの材・が存在する一辺の長d r(m) の正方形領域で，一対の対辺のtt，¥訟を結
び，まずその線上に材を集め，さらにその線上を正方形の中心へ集める方法をとる。このような
木寄せパターンを仮定すると，木得せ作業の仕事 WA は r口 (Q/ρ)112 ということにより，
WA=よrspF2Ej全2 . ，..'( 2 1/ρ 
となる ο ここで平は Ugの材を!fdJかすのに要する力 (7lg/keのである。さらに，木寄せ作業の
出力を九(kg・m/時間)として，ー荷重 Q の水寄せ作業所要時間 taを綾城的に求めると，
t.= !よ口.9J-/史a -Pa -2P. 1/ p 
となる。以上より. 1本の却線で築材し1i;lj，る}酒磁を A(m2)とすると，総選搬回数 N，口 A/h2だ
から?に寄せ作業時間の総計らは，
ta=以口女怖
である。木容子せ作業の実働 111寺問~りの設用を Ca とすると .;;t努せ総費用 CA は
CA=CatA 
とあらわせる。
3. 認搬作業費 C]J 
iま12のような不調即な形の伐|忍があるとき，先柱を道から…番速い伐i去の端{[，元殺を土場作
設可能な場所近くの道端に投践し，スパン L(m) の架線を限ったものとする。そして， その娘
線降下に，能J]~で述べた一辺 r(仰のの正方形を，その中心がγoc線下にくるように区割し，これ
を中心として，伐区全体を.lRI21と示すように正方形でi豆制する O ここで正方形の位践を次のよ
うに決める。製総と斑角な方向の正方形の説びを，土;協に近いブfから~n 行 ， 1J(~ 2 行，……~~ i 
行…ーとし，集線iζ平行な51ftびを錦O列として，配布にそれぞれ第171J，節2列……第j列……
とする。 このとき， 郊 i行，!J(?; j列のJ正方形を (i，j) と呼ぶことにする。 (i，j)正方形の中心
に集められた材 Qを搬出するのに要する時間 tijは， 横取りはすべて架線に誼角に行なわれる
ものとしたとき.l殺器の搬送速度を Vh退送速度を V2，横取り51込
??• 
み速度を V3，引得せ速度を V4 とすると，
I 1 ， 1 ¥.1 1 ， 1 ¥ tij=[(i…1) l'十yJ(一一+一一)+jr(-:=-十一ー トトz・H ・H ・，(7)-、 Vl V2/ 、V3 V4/ 
J占1'となる。 ここで.y rまことi溶からは， 0) JEブJ形のや心までの距脅j~で
あり .z !ま 1 回~りの荷掛け，荷静ろし合計11寺剖である。 z !ま，も
しj経出される材があらかじめ木寄せを終っているものとすると，Q 
!こ関係なく一定と見なせる。なお.Vl， V2は，製線のj設大許容3A皮
を V，(η~/秒、). ~財オj幾出力を P(þs) としたとき. vl=min{V" γJ 








tn =:4 tiJ ? ?• • 




4. 製線築材作業銭 C 
1製線鳴りの梨線集材作梁殺を CT とすると，
CT口 CK十CA-I-Cn ..・・・ UO)
となる。したがって，ある{北区において，張り替問数が nで，その第{器拐の架線の対象面積が
ん(m2) であり，そのときの出材民総!立が ρ(kglm2)， 知線接材作業裂が CT/であるとすれば，
この伐践でのトン巡り平均架線接材践 Cは
_ 2:] C 一一一十一ムxlOOO(円Iton)
2:]p〆11
とあらわされる。
???• • • • • • • • • 
][ 長方形伐区についての費用モデル計算例
伐尽の形ば普通大変不規則!なものであるが， ζこでは，ごく単純化した長方形の伐院について，
前羽の設用モデルにより， トン~り当日総tI~材践を計算することにする o その j諸 iζ費用モデノレにお
ける木谷せ作業の仲間設用 C.，認識作業のl時間技用 C.を定める。木寄せは 1人による入力木容
せが行なわれるものとし 1日の実働時間5.81寺町]， B~8000円とすると C.口 1379(円/時間)と
なる。つぎに Cbは0，下のように計算する。
Cb=Cb!-ICb2十C何十Cb4 ………間
ここで，C.! !立時間]当りの人件 Cb2 は i時間~りの機械段 ， CÔ3 は時間~りの鱗浪費， Cb4 !ま
i時間~りのブロック等資材質である。
まず，Cb! そ求める。迅!~j~~作業は 4 人 1 組で行なわれるとし，臼当を 8000 円/人・ iヨ，実働時間
を5.81寺FI]とすれば，
Cb1 = 8000 x 4/5. 8口 5517月1/1寺
となる O つぎに Cb2は，
CU2=aW2十bW十C十a'pbl十(0.24d十0.003e)P










• • • • • • • • 
?，? ?? ? ?• • ?• • • ?
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ただし，a口 9.2588E-6，b口 O.30501E-3，c=0.03377 
D1=拶L索経 (mm)，D2=詑曳殺筏 (mm)
によって求められる。 Cb4は
Cb4 =n(aD~十 bDz十 c)
ただし， a=0.02566， b= -0. 0754， c口 0.1596，η口 20
である。 Cb2，Cb3， Cb4の算出方法および各係数 1]:¥のための具体的なデ…タは文献22)を引用し





の m当り側i絡を紫穫の 2次関数として近似し， 耐用時間を 10201時間，また，ダフツレエンドレス
担架線然Jj長では良栄はii!lL~殺の 5 惜の長さが必袈だとして求めたものである O 没後lζ CO4，ま，ブロ
ック右!日格を使用曳然の 2次関数として近松し， i隊用年数5年，年科率5%，残存締0，年間の稼




ζの項では，横取り揺はZとおとも X(m)とし，また，伐!去の長さは Y(m)，スパン長L口 Y-トr
として，元柱から r/2の位畿に土4惑があるものとする。 このとき，運版作業の総時間は(7)，(8) 
式をもとにして次式で表わされる。
r，，"_. r，，.，，.， ，，( 1 1¥1 ， • _， ".， T/ >T ， " I 1 1 ¥ tB=(1+2N)1 Mz十っ M(M十1)(ー ベー:=-)¥十rMN(N+1)(でー 十一一} ……(16) 










Fig. 3. A model of rectangular logging 
site such as span length n告arly
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1トL¥k
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sp田 n (m) 
Fig. 4. Logging cost (C) and rigging and 
dismant1ing cost (CK) when span 
length nearly equals with length of 
logging site. 
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O 200 400 600 8∞1000 
(m) span 
Fig. 5. The detai1s in logging cost 








Fig. 6. The relationship between logging cost Fig. 7. The changes of logging cost by dia-
and hauled timber・volumeper ha. meters of sky line. 
o 200 400 600 800 1000 
器 P田 n (m) 
ある。乙の閣の場合， ρが 100tonlha以下になると，ス




















円Iton，347内Itol1であるのに対して， 関8の場合， 4515 P:Jltoη， 1734内Itonであった。この様






を対象として，長さ S(m) の林道が開設され， その関投資の部却， 維持，管理設全容を合めて，
f{内1m~その対象林地の一目代 (60""'80年)の問に負担.しなければならないとする。すなわち，
負担すべき林遊間は総f1"l・ Sxf{円で， これを対象林地の-1J:tt~全iJ:\材泣で負担するものとする
わけである O この場合，Sxf{ Iサの林道~!tの分配負般の仕方には 2 つの3号え方があり，それぞれ
について語1・Z;吋偽ることにする G その]つは， ζの林道を使用してiJ:l材される材に，その材のP1'.












o 200 400 600 8οo 1000 
sp自 n (m) 
Fig. 8. Logging cost (C) and rigging 
and dismant1ing cost (Ck) 
when yarding is done for a 
1imitted and small area of 
cutting sit芯 (0.5 ha) away 
from road. 















伐 I:~ ま (l~g/η12)
とさめる O そして(1)式で求めた特定林分の単位iJ:J材抵
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o 200 400 6∞ 800 1∞o 
串 pa n (m) 
Fig. 9. Logging cost (C) with charg巴$
(Rs) for road cost (]{) whεn 
yarding is don邑 onthe same 
condition with fig. 8. 
CK is rigging and dis mant1ing 
cost. 
K口 10，000円/m，E口1.3， p口 300ton/haとして， Y口
Y1ロ Y2，すなわち，その長方形{え区が， 林道費負担の対象となる林地内で i泣から…潜;速い伐
区であるとし，袋，はj幾の潟力数をはじめ， 1也のデータを~8 と同じとして計算すると関 9 のよう
であった。この関を凡ると閲 8では見られなかった邸小点が，林滋賀負担のため現われ，級;J¥点
のY!まρが小さくなる税総かくなっている。 ζの級小依となるときの Yを適正銘材j戎1 YoP 
と考えることにすると Yopが pの小さい棺続くなっていることは pの大きい伐などに比







を CO とすると，li現において，Cn口 C+RE であったのと












Fig. 10. 1'he model of logging 
sit己whenyarding was 
done separatly for a 
limited and small cuじ
















o 200 4∞ 600 8∞10∞ 
臨 pa n (m) 
Fig‘1. Logging cost (CR) with charges 
(Rs) for road cost and rigging 
and dismantling cost (CK) with 
the model in fig. 10. 
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o 200 400 600 800 1000 
自 pa n (m) 
Fig. 12. The logging cost with charge 
for road cost in case of model 

























o 200 400 600 8∞1000 
s p a n (rn) 
Fig. 13. The effect of road cost (K) 










えてみる O まず，ある林地に対してまったく新たに路線を計iJ!liする場合は， IUの2-②のような
られる築材班の級小点付近にある緯度の1舗をとって，その路線の適正築材j或とすれば





の|決りに新設路線を百十i鑓し， それぞれ，林道設 Kが O円1m，10，000円1mであったとする。 こ
のとき， 費用モデJレを使って(例えば関11のような)計算したJ{口O円1mのときの築材質の綴
小俄を Ct，そのの築材域1I高Yをれとし J{口10，000円1mの場合を Cz，むとする。この
とき，適正林道関舗は Y1十Yzではなく，つぎのようにすべきである o Czと問じ築材質となる
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Resume 
1n oder to consider the optimum density of fore5t road based on road spacing， itis 
necessary 1.0 obtain optimum yarding distance. So， a cost model on logging operation 
utilizing a double匂拘-endlesscable yarding system was created and logging cost per hauled 
unit timb巴rweight (ton) were computed on a few cases of di fferent charging methods for 
road cost with its cost mode1. In ihe computation on the cost model， also， a few models 
of rectangular logging sites were used. From the example of computation， itis shown that 
raod cost had e ffecis on logging cost fairly， and that optimum yarding distance tended to 
become shor1.er as the hauled timber volume per ha decreased， in such cases that yarding 
was done for a limitted and smal1 cutting area being away from road. 
